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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 8月 25日 (2004.8.25)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 バ イ ン ダ ー 成 分 、 酸 発 生 材 及 び フ ッ 素 原 子 を 含 む 界 面 活 性 剤 を 含 有 す る こ と を 特 徴 と す
る フ ォ ト レ ジ ス ト 組 成 物 。
【 請 求 項 ２ 】
　 フ ッ 素 原 子 を 含 む 界 面 活 性 剤 の 含 量 が １ ～ １ ０ ０ ppmで あ る 請 求 項 １ 記 載 の 組 成 物 。
【 請 求 項 ３ 】
　 フ ッ 素 原 子 を 含 む 界 面 活 性 剤 が 一 般 式 （ Ｉ ）



　
　
　
　
　
　
　
（ 式 中 、 Ｒ 1 ～ Ｒ 5 は 、 そ れ ぞ れ 独 立 に 水 素 、 フ ッ 素 原 子 、 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル キ ル 又 は 炭
素 数 ５ か ら ７ の シ ク ロ ア ル キ ル 基 を 表 し 、 ｎ は 10～ 10000を 表 す ）
で 示 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 組 成 物 。
【 請 求 項 ４ 】
　 さ ら に 、 ク エ ン チ ャ ー を 含 有 す る 請 求 項 １ ～ ３ 何 れ か に 記 載 の 組 成 物 。
【 請 求 項 ５ 】
　 バ イ ン ダ ー 成 分 が 、 酸 の 作 用 に よ り 解 裂 す る 基 を 有 す る 樹 脂 を 含 有 し 、 化 学 増 幅 型 で ポ
ジ 型 に 作 用 す る 請 求 項 １ ～ ４ の 何 れ か に 記 載 の 組 成 物 。
【 請 求 項 ６ 】
　 さ ら に 架 橋 剤 を 含 有 し 、 バ イ ン ダ ー 成 分 が そ れ 自 体 で ア ル カ リ 可 溶 性 の 樹 脂 を 含 有 し 、
化 学 増 幅 型 で ネ ガ 型 に 作 用 す る 請 求 項 １ ～ ４ 何 れ か に 記 載 の 組 成 物 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ ０ ７ 】
　 　 【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
　 以 下 、 本 発 明 を さ ら に 詳 細 に 説 明 す る 。
  本 発 明 に お い て は 、 現 像 欠 陥 抑 制 剤 と し て フ ッ 素 系 界 面 活 性 剤 を 用 い る こ と を 特 徴 と す
る 。 中 で も フ ッ 素 化 ア ル キ ル 基 な ら び に シ リ コ ー ン 基 を 含 有 す る 重 合 体 か ら な る フ ッ 素 系
界 面 活 性 剤 が 好 適 に 使 用 さ れ る 。 具 体 的 に は 次 の 構 造 式 （ Ｉ ）
　
　
　
　
　
　

（ 式 中 、 Ｒ 1 ～ Ｒ 5 は 、 そ れ ぞ れ 独 立 に 水 素 、 フ ッ 素 原 子 、 炭 素 数 １ ～ ４ の ア ル キ ル 又 は 炭
素 数 ５ ～ ７ の シ ク ロ ア ル キ ル 基 を 表 し 、 ｎ は 10～ 10000を 表 す ）
で 示 さ れ る フ ッ 素 系 界 面 活 性 剤 が あ げ ら れ る 。
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